


















































































































。四大女性週刊誌に『微笑』が加わった一九七〇年代、女性週刊誌は「 「女性自身」 「女性セブン」 「週刊女性」 「ヤング












実話や記事が多いことで知られている。確かに今と っては、先行する女性週刊誌に比べて「ワイ談」め 印象が強い『微笑』ではあるが、創刊当初は、別の面から他誌との差別化をはかろうとしていたことがわかる。ここで、 創刊号の新聞掲載広告を確認してみよう。
一九七一年四月二四日付の『読売新聞』には、 『微笑』創刊号の全面広告が掲載されており、そこには、 「全女性待望の
創刊」 「ミス・ミセスの区別なく結婚だけが目的でないヤング・アダルトの雑誌…本日誕生」という見 しが躍 。先行する四大女性週刊誌が、結婚するまでの期間、企業で働く女性を〈ＢＧ〉や〈ＯＬ〉といっ 言葉で定義付けし、彼
女性週刊誌で「ヒロイン」を語るということ
一四九





































































































































イン」たちの名前が記されている。こうして全二二回のタイトルを一覧にして眺めてみると、いずれのタイトルにも「ヒロイン」の名前 下に、カッコ書きで簡単な紹介が付けられていることに気づくだろう。もちろん、紹介など付けずと読者には名前だけで十分理解できる「ヒロイン」もいたはずであるが、 のカッコ書きで紹介を書いてみせるという行為からは、一九七五年という時を生きる読者に、 「近代史の名ヒロイン」たちが改めて紹介が必要な存在であることも意味していよう。「近代史の名ヒロイン」連載第一回目のリード文には、 「明治から敗戦まで生きた女たち。その中には、時代の陰になり
一五二








恋をつらぬきとおして生きた幾人かの女人群像を、女流作家の目で描ききった実名小説」というリード文が掲載されている。この二つのシリーズのリード文を並べてみれば、 「明治から敗戦まで生 た女たち」 「女性 ちの歴史」 「近代日本の女性史」といった言葉に明らかなように、 「近代」の 女性たちの歴史」を描くという共通テーマが見出せるだろう。しかし、先に述べた通り、一九六〇年代後半から一九七〇年代 生きる読者にとって、カッコ書き 紹介を加えなければならないような「ヒロイン」をシリーズ化することに、どのよ な意味があるのだろうか。ここで注目したいのが、女性週刊誌というメディアの特質と、 性週刊誌でシリーズを綴ること 意味であ 。
現在流通する女性週刊誌の原型を作り上げたのが、 『女性自身』であることは先述の通りだが、その『女性自身』の初






























これら女性週刊誌に共通する「人間」への興味や そのものを描く姿勢」と、 「近代史の名ヒロイン とを合せて
考えてみるならば、自ずと答えは出てこよう。たとえ『微笑』の読者にとって、遥か遠く、タイトルの段階で紹介を加える必要のある「ヒロイン」であっても、その「ヒロイン」 描き、語る行為は 『微笑』のみならず女性週刊誌というメディアが創刊当時から掲げる「人間その のを描く」ことに通底していた だ。
つまり、先行する四大女性週刊誌との差別化がはかられたように思われた『微笑』も、女性週刊誌というメディアの特

























































































女 第Ⅵ回 有島武郎の同行者 落葉松
林の山荘で惜しみなく愛は奪う」（『ヤン



































































































滝谷節雄「本をたずねて女性週刊誌 編集室」 （ 『朝日新聞』一九七〇年三月二五日
（
（
（0（
上田真吾「特集・マスコミ片輪論女性週刊誌のハレンチ度を総点検」 （ 『勝利』一九六八年七月
（
（
（（
 『微笑』は一九七一年から一九九六年まで祥伝社から刊行された女性週刊誌。正しくは、隔週刊であるが、亀井淳『週刊誌の読み方』 （話の特集、一九八五年一二月
（
の「週
刊誌三五誌エンマ帳」にも掲載されており、一般的に女性週刊誌として認識されて
いる。
（
（（

無署名「言いたい聞きたい女性週刊誌祥伝社代表黒崎勇さん」 （ 『朝日新聞』一九七五年三月二五日
（
（
（（

注（
（（
に同じ。
（
（4（
片岡正巳「週刊誌・その競争意識の内と外
女性週刊誌の華やかな競合
」 （ 『総合ジャーナリズム』一九七〇年一〇月
（
（
（（

石垣綾子「近代史の名ヒロイン」 （ 『微笑』一九七五年一月二四日～一二月二七日
（
各回
の第一頁目は以下の通り。 （但し、第一
回（一九七五年一月二四日
（
は確認できず
（
女性週刊誌で「ヒロイン」を語るということ
一六一
第２回（一九七五年二月八日
（
第３回（一九七五年二月二二日
（
第４回（一九七五年三月八日
（
第５回（一九七五年三月二二日
（
第６回（一九七五年四月一二日
（
第７回（一九七五年四月二六日
（
一六二
第８回（一九七五年五月一〇日
（
第９回（一九七五年五月三一日
（
第⓾回（一九七五年六月一四日
（
第⓫回（一九七五年六月二八日
（
第⓬回（一九七五年七月一二日
（
第⓭回（一九七五年七月二六日
（
女性週刊誌で「ヒロイン」を語るということ
一六三
第⓮回（一九七五年八月九日
（
第⓯回（一九七五年八月三〇日
（
第⓰回（一九七五年九月一三日
（
第⓱回（一九七五年一〇月一一日
（
第⓲回（一九七五年一〇月二五日
（
第⓳回（一九七五年一一月一五日
（
一六四
第⓴回（一九七五年一一月二九日
（
第㉑回（一九七五年一二月一三日
（
第㉒回（一九七五年一二月二七日
（
（
（（

注（
（4（
に同じ。
（
（（

阪本俊生『プライバシーのドラマトゥルギー
フィクション・秘密・個人の神話
』 （世界思想社、一九九九年一〇月
（
（
（（

村松梢風「魔術の女王」は、一九五七年四月一四日から八月二二日まで『読売新聞』に連載された新聞小説で、その後『梢風
名勝負物語チャンピオン／魔術の女王』 （読売新聞社、一九六一年九月
（
に収録された。
（
（（

石垣綾子「主婦という第二職業論」については、上野千鶴子編『主婦論争を読むⅠ全記録』 （勁草書房、一九八二年一一月
（、
ならびに村上潔「一九五〇年代、石垣綾子による女性の結婚と労働への提言」 （
『
C
oreethics 』二〇〇六年
（
を参照。
（
（0（
注（
（（
に同じ。
※調
査のなかで確認できなかった「近代史 名ヒロイン」第一回のタイトルおよびリード文（ 『微笑』一九七五年一月二四日
（
につ
いては、祥伝社鈴木道雄様よりご教示頂きました。ここに記してお礼申し上げます。
※本
稿は「言語と文芸の会二〇一一年度大会」 （二〇一一年一二月 一日、於・明治大学駿河台キャンパス
（
での
発表の一部を加筆
修正したものである。発表に際して 下さった方々に感謝申 上げます。
